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生産現場におけるITとIOTの活用
HILLTOP株式会社 経営戦略部長 山本勇輝

２０１７,１０,１２
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5Days Prototype
Machining

HILLTOP Corporation
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About HILLTOP
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機械加工事業 装置開発事業

Imagineer ing Foo’s Lab

Our
Services
# 概 要
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# P o r t f o l i o

Gallery
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Japan HILLTOP
# 所 在 地
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Kyoto HQ
Factory
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Tokyo Office



11

USA HILLTOP
# 所 在 地
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Irvine HQ
Factory
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Silicon Valley
Office
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# H I L LT O P  S Y S T E M

Before

量産下請けからの脱却

某大手自動車メーカーの下請け、ベアリングの量産を
請け負っていた。
毎年来る5%のコストダウンに、残業する事で生産数を
増やし凌いでいたが、限界を感じる。
当時売り上げの90％であった客先と決別。
3年間路頭に迷う。

この頃から、試作品への参入と、
単品でも利益の出せる生産の仕組みの構築に取り組む。
社内IT化への取り組みは、PCと無償のソフトのみで、
本を片手に勉強し、自作する事から始めた。
後にHILLTOPSYSTEMが完成し、今も社内にＳＥを抱え
日々更新している。



16

After

多品種少量無人稼動化

# H I L LT O P  S Y S T E M

HILLTOP SYSTEMの導入により、
職人技術を蓄積・データベース化、職人技術を共有
出来るようになる。
工作機械を動かす為のプログラム作成を、
入社1ヵ月の新人でもベテランと同じ作スキルを使って
作成出来るようになる。

海外マーケットへの進出

オフィスと現場の切り離しにより、工作機械を３Dプリンター化。
遠隔でのモノづくりが可能になり、データセンターとノウハウは
日本に置き、海外であっても日本と同じ品質・スピードを損なう事
無くモノづくりが可能に。
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After
# H I L LT O P  S Y S T E M

約10年前に社屋を移転する。当時３８名だった社員数が、現在１０９名に。
社屋移転に伴い、働く環境が良くなり、交通の便が良くなった事は勿論、
社員食堂の導入や、中小企業だからこその働き方をＰＲする事で
採用時の母集団形成にも役立っている。
新卒マーケットでは採用5名に対し、エントリー数３０００名を超える。

優秀な人材の採用が可能に
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営業拠点や海外拠点の増加と、昨今の開発競争の激化に
伴い、より品質とスピードが求められるようになり、
特に試作・単品のマーケットにおいてはプログラマーの
人材不足に悩まされています。

現在は搬送用ロボットを使用した工場内流通の自動化、
加工プログラミングの無人化の取り組みを始めています。

また、独自のCAD/CAMソフトの開発やAIの導入など、
新しいモノづくりの形を模索しています。

新しいモノづくりの形へ
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